
■ 

報
恩
講
の
ご
案
内 

寒
い
冬
の
中
で
、
梅
の
花
芽
が
凍
え
な
が
ら
も 

春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

待
つ
時
間
は
楽
し
い
の
か
、
苦
し
い
の
か 

？ 

梅
は
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、 

あ
な
た
の
準
備
は
大
丈
夫 

？ 

と
心
配
さ
れ
ま
し
た 

左
記
に
よ
り
報
恩
講
を
勤
修
い
た
し
ま
す 

 

今
年
は
聖
人
の
七
五
〇
年
忌
で
す 

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
て 

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
参
り
下
さ
い 

「

報

恩

講

へ

の

誘

い

」

 

風
に
な
び
く
草
原
を
見
る
と
、
風
そ
の
も
の
は
見
え
ま
せ
ん
が
、 

そ
の
姿
が
ハ
ッ
キ
リ
と
分
か
り
ま
す
。 

念
仏
す
る
人
に
遇
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
人
の
年
齢
・
姿
・
苦
労
を
重
ね
た
手
の
表
情
な
ど
が
、 

多
く
の
こ
と
を
伝
え
ま
す
。 

そ
の
姿
が
美
し
い
と
気
が
付
い
た
人
は
、 

き
っ
と
同
じ
よ
う
に
お
念
仏
す
る
で
し
ょ
う
。 

あ
な
た
の
お
念
仏
に
済
わ
れ
る
人
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。 

だ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
の
人
生
も
済
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

報
恩
講
に
御
参
集
下
さ
い
。 

昨
年
秋
の
彼
岸
・
永
代
経
で
は
、 

草
取
り
会
に
、
二
十
五
名
も
の
方
が
集
ま
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

大
変
有
難
く
一
緒
に
汗
を
か
き
ま
し
た
。 

お
寺
と
は
そ
ん
な
所
か
な…

 

と
思
い
ま
す
。 

 

十
八
日
午
前
に
は
、
子
供
た
ち
の
生
け
花
を
展
示
し
ま
す
。 

本
堂
で
は
、
子
供
向
け
の
法
話
が
聴
か
れ
ま
す
（
一
席
）
。 

境
内
で
は
、
餅
つ
き
会
を
し
ま
す
（
十
一
時
半
～
午
後
一
時
）
。 

新
し
い
試
み
で
す
が
、 

賑
や
か
に
過
ご
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
に
参
れ
ば
、
お
念
仏
の
姿
に
出
会
え
る 

そ
ん
な
報
恩
講
を
目
指
し
て
い
ま
す 

願
成
寺
の
法
会
に
御
参
集
下
さ
い
。 

 

  
 

 
 

 

法
話 

岡
崎
市 

浄
泉
寺 

 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸
田 

信
行 

師 

二
月 

  

十
九
日 

  

十
八
日 

  (

日) 

  (

土) 

午
後 

一 

時 

半 

午
前
十
二 

時 

午
前 

十 

時 

午
後 

一 

時 

半 

午
前
十
二 

時 

午
前 

十 

時 

法
要
・
法
話 

お
斎
（
粗
飯
準
備
い
た
し
ま
す
） 

法
要
・
法
話 

法
要
・
法
話 

お
斎
（
粗
飯
準
備
い
た
し
ま
す
） 

法
要
・
法
話 

平
成
二
十
四
年
二
月
十
三
日 

  
 

 
 

 

 

願

成

寺

報

 

〒
四
四
〇
・
〇
八
一
二 

 

豊
橋
市
東
新
町
二
十
八
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

〇
五
三
二
・
五
二
・
九
六
〇
一 

 
 



●

正

信

偈

ノ

ー

ト

③

・

帰

敬

 

書
き
直
し
を
恐
れ
ず
、
今
、
思
い
浮
か
ぶ
と
こ
ろ
を
書
き
留
め
る 

帰
命
無
量
寿
如
来 

南
無
不
可
思
議
光 

無
量
寿
如
来
に
帰
命
し 

不
可
思
議
光
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る 

〈
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
注
釈
版
聖
典
よ
り
〉 

正
信
偈
の
構
造 

正
信
偈
は
、
親
鸞
聖
人
が
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号
の
中
に
頷
い
た
内
容

を
記
し
た
偈
文
で
、
そ
の
構
造
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

主
題
の
提
示 

阿
弥
陀
仏
の
二
徳
に
よ
っ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号
を
表
現
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
無
量
寿
如
来
と
不
可
思
議
光
如
来
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
別
名
で

す
。
お
名
号
の
徳
を
二
つ
に
分
け
て
讃
嘆
し
、
偈
文
全
体
の
主
題
を
提
示
し

て
い
ま
す
。 

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も 

無
量
寿
と
は
、
寿
命
に
限
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
時
間
的
な
働
き
の

場
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
沢
山
の
出
会
い
を
与
え
る
こ
と
で
、
命
を

育
み
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
の
徳
を
も
表
現
し
て
い
ま
す
。 

不
可
思
議
光
と
は
、
光
の
強
さ
に
限
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
空
間
的

な
働
き
の
場
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
光
は
無
知
の
闇
か
ら
、
そ
の
実
態
を
照

ら
し
出
し
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
の
徳
を
も
表
現
し
て
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
と
智
慧
の
功
徳
は
、
ど
の
人
の
上
に
も
働
い
て
い
ま
す
。

特
に
私
達
が
「
納
得
で
き
ま
せ
ん
」
と
泣
い
て
い
る
時
、
そ
の
働
き
を
実
感

し
ま
す
。
大
悲
の
悲
し
み
の
中
に
私
達
の
悲
し
み
を
引
き
取
り
、「
あ
な
た
の

小
さ
な
理
屈
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
、
そ
れ
程
大
き
な
こ
と
で
す
か
？
」
と
。

安
心
の
中
で
如
来
か
ら
の
呼
び
声
を
、
そ
ん
な
風
に
聞
き
ま
す
。 

今
・
こ
こ
・
私
に…

 

届
い
て
い
た 

そ
の
ま
ま
の
今
が
、
済
い
の
現
場
で
あ
っ
た
と
頷
か
れ
て
き
ま
す
。 

   

依
釈
段 

七
高
僧
に
依
る 

依
経
段 

大
無
量
寿
経
に
依
る 

帰
敬  

 

信
仰
の
表
明 

序
讃 

龍
樹
章 

天
親
章 

曇
鸞
章 

道
綽
章 

善
導
章 

源
信
章 

源
空
章 

結
勧 

弥
陀
章  

釋
迦
章 

結
誡 

 

念
仏
の
歴
史
を
讃
え
る 

イ
ン
ド
の
僧 

イ
ン
ド
の
僧 

中
国
の
僧 

中
国
の
僧 

中
国
の
僧 

日
本
の
僧 

日
本
の
僧
（
法
然
上
人
） 

依
釈
段
の
結
び 

弥
陀
の
こ
こ
ろ 

釈
尊
の
教
え 

依
経
段
の
結
び 

 

四
句 

十
二
句 

十
二
句 

十
二
句 

八
句 

八
句 

八
句 

八
句 

四
句 

十
八
句 

二
十
句 

四
句 

二
句 

高田本山からのお知ら



 
「

願

成

寺
・
本

山

参

拝

バ

ス

ツ

ア

ー

ご

案

内

」 
本
年
四
月
六
日
（
金
）
か
ら
十
六
日
（
月
）
ま
で
、
三
重
県
津
市
の
高
田
本
山
に
て

開
山
聖
人
七
五
〇
回
遠
忌
報
恩
大
法
会
が
勤
修
さ
れ
ま
す
。 

五
〇
年
に
一
度
の
大
法
会
で
す
。 

皆
様
と
共
に
お
参
り
し
た
く
思
い
、
バ
ス
で
の
団
体
参
拝
を
計
画
し
ま
し
た
。 

楽
し
い
旅
行
に
し
て
参
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

■
日
時 

 
 

平
成
二
十
四
年
四
月
八
日
（
日
）
～ 

九
日
（
月
） 

■
日
程 

  

八
日 

八 
時 
〇
〇 

分 

寺
・
豊
橋
駅
集
合 

 

十 

時 
〇
〇 

分 

高
田
本
山
の
宝
物
と
文
化
財
展
（
※
１
） 

 

十
二 

時 

〇
〇 
分 

本
山
着
・
青
少
年
会
館
に
て
昼
食 

 

一
三 

時 

三
十 
分 
御
影
堂
・
勤
行
と
説
教 

 

十
五 

時 

〇
〇 

分 
本
山
出
発 

 

十
八 

時 

〇
〇 

分 

お
ご
と
温
泉
・
び
わ
こ
緑
水
亭 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

懇
親
会
ほ
か 

九
日 

 

八 

時 

十
五 

分 

ホ
テ
ル
発 

 
 

九 

時 

四
五 

分 

彦
根
城
・
桜
の
名
所
と
昼
食 

 

十
三 

時 

〇
〇 

分 

長
浜
市
・
大
通
寺
参
拝 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
壁
ガ
ラ
ス
館
他
・
散
策
・
買
物 

十
八

 

十
八 

時 

〇
〇 

分 

寺
・
豊
橋
駅
到
着
予
定 

■
会
費 

 
 

二
万
円 

■
募
集
人
数 

四
〇
名 

■
申
し
込
み 

願
成
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
（
人
数
に
達
し
次
第
〆
切
り
ま
す
） 

（
※
１
）
湯
の
山
温
泉
駅
・
パ
ラ
ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て 

「
安
全
と
安
心
と
安
心
（
ア
ン
ジ
ン
）
」 

『
安
全
だ
と
言
っ
て
く
れ
、
安
心
す
る
か
ら
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
明
治

大
学
・
小
笠
原
泰
教
授
の
授
業
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。 

教
授
は
安
全
と
安
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
区
別
し
ま
す
。 

安
全 

リ
ス
ク
を
対
象
と
し
て
全
体
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る 

客
観
的
に
リ
ス
ク
と
恩
恵
を
比
べ
て
判
断
を
下
す 

リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る 

安
心 

リ
ス
ク
を
対
象
化
せ
ず
、
全
体
を
ま
と
め
よ
う
と
し
な
い 

主
観
的
に
リ
ス
ク
が
な
い
と
思
え
る
状
態
を
求
め
る 

リ
ス
ク
を
取
ら
ず
回
避
し
よ
う
と
す
る 

安
全
性
を
求
め
る
と
、
安
心
感
が
失
わ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
安
心
を
求
め
る
社
会
で
は
、
安
全
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

安
心
は
、
日
本
人
に
特
有
の
概
念
で
外
国
語
に
翻
訳
す
る
の
が
難
し
い
そ
う

で
す
。
中
国
語
に
も
訳
語
が
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

由
来
を
調
べ
る
と
、
安
心
立
命
（
儒
教
に
お
い
て
天
命
を
知
り
、
心
を
平
安
に

保
つ
こ
と
ま
た
は
、
そ
の
身
を
天
命
に
任
せ
い
つ
も
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
）

が
語
源
だ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

あ
え
て
リ
ス
ク
と
の
関
係
で
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
単
な
る
リ
ス
ク
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
そ
の
も
の
を
、
生
き
る
課
題
と
受
け
止
め
る
覚
悟
を
安
心
と
言
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
自
ら
の
心
の
内
に
立
て
る
も
の
で
、
安
楽
な
環
境
を
求
め
る
言

葉
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

仏
教
で
は
、
安
心
を
ア
ン
ジ
ン
と
濁
っ
て
読
み
ま
す
。
真
宗
で
は
「
信
心
」

と
ほ
ぼ
同
義
だ
と
思
い
ま
す
。「
我
に
任
せ
よ
」
の
弥
陀
の
呼
び
声
が
聞
こ
え

た
時
、
心
の
底
に
賜
る
も
の
で
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
現
実
を
直
視
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
戦
場
の
よ
う
な
娑
婆
世
界
を
安
全
運
転
で
過
ご
す
に
は
、

安
心
を
賜
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 



 
行

事

予

定

 

～

平

成

二

十

四

年

三

月

以

降

～

 
月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

午
後
一
時
～ 

本
堂
に
て
（
詳
細
次
号
） 

 

 
 

‡

後

記

‡

 

○ 

昨
年
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
国
・
ブ
ー
タ
ン
か
ら
国
王
夫
妻
が
来
日
し
、

話
題
を
集
め
ま
し
た
。
九
州
ほ
ど
の
国
土
に
約
七
〇
万
人
が
暮
ら
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
二
〇
〇
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
九
〇
％
以
上
の
国
民
が
、

幸
福
を
感
じ
て
い
る
ら
し
い
。
「
さ
す
が
仏
教
国
」
と
言
い
た
い
が
、
本

当
か
と
疑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
私
は
、
禁
煙
国
ブ
ー
タ
ン
で

は
、
幸
せ
ど
こ
ろ
か
一
日
も
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

〇 

日
本
に
も
国
民
総
中
流
と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
、
そ
こ
そ
こ
の

実
績
と
生
活
と
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
が
そ
こ
そ
こ
幸
せ
と
答
え
た

明
る
い
時
代
が
確
か
に
あ
っ
た
の
で
す
。 

価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
多
様
に
な
っ
た
現
代
、
格
差
社
会
の
今
、
映

画
『
三
丁
目
の
夕
日
』
が
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
「
そ
こ
そ
こ
幸
せ
」
の

方
が
、
今
よ
り
幸
せ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

〇 

県
別
幸
福
度
調
査
（
法
政
大
学
大
学
院
）
の
結
果
、
上
位
三
県
を
福
井
・

富
山
・
石
川
の
北
陸
三
県
が
占
め
、
最
下
位
は
大
阪
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

愛
知
県
は
二
十
一
位
で
、
大
都
市
を
抱
え
る
県
と
し
て
は
良
い
成
績
と
な

っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
認
知
件
数
・
失
業
率
・
生
活
保
護
率
な
ど
も
参
考
に

調
査
し
た
よ
う
で
す
が
、
幸
福
の
条
件
を
考
え
る
と
難
し
い
で
す
ね
。 

〇 

『
幸
福
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
と
い
う
理
論
が
あ
り
ま
す
。
「
自
身
の
幸
福

を
追
求
す
る
程
、
不
幸
（
慢
性
の
欲
求
不
満
）
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
も
の
で
す
。
今
を
幸
福
と
思
う
事
を
、
怠
惰
の
表
明
だ
と
考
え
る
現
代

人
は
、
必
然
的
に
幸
福
か
ら
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。 

〇
「
自
分
は
ど
う
な
り
た
い
の
か
」
「
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
で
は
な
く
、 

「
自
分
は
（
人
生
か
ら
）
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
「
自
分
は

（
人
生
か
ら
）
何
を
学
べ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
問
い
を

持
ち
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
生
活
の
中
に
、
真
の
幸
福
は
実
現
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

《
フ
ラ
ン
ク
ル
心
理
学
よ
り
》 

〇 

こ
の
課
題
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
人
は
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

幸
せ
を
感
じ
得
る
筈
で
す
が
、（
人
生
か
ら
）
が
難
し
い
で
す
ね
。 

十
二
月 

十
一
月 

十 

月 

九 

月 

八 

月 

七 

月 

六 

月 

五 

月 

四 

月 

三 

月 

二 
月 

一 

日 

三 

日 

一 

日 

二
十
三 

日 

一 

日 

一 

日 

一 

日 

一 

日 

八 

日 

九 

日 

二
十 

日 
十
八 

日 

十
九 

日 

（

日

） 

 

（
木
・
祝
） 

（

日

） 

 

（
日
・
祝
） 

（

水

） 

 

（

日

） 

 

（

金

） 

 

（

火

） 

 

（

日

） 

（

月

） 

（
火
・
祝
） 

（

土

） 

（

日

） 

月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

高

田

本

山

団

体

参

拝

 

本
山
の
納
骨
堂
法
会
に
参
拝
し
ま
す 

市
内
・
近
郊
の
高
田
派
寺
院
と
共
に 

バ
ス
を
借
り
て
の
日
帰
り
旅
行
で
す 

月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

春
季
彼
岸
・
永
代
経
法
会 

恒
例
の
彼
岸
の
法
会
で
す 

法
話 

当
山
住
職
（
仮
） 

月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

月
例
法
話
会
・
茶
話
会 

髙
田
本
山
・ 

開
山
聖
人
七
五
〇
回
遠
忌
大
法
会 

一
泊
二
日
・
バ
ス
旅
行
に
て
の
参
拝
で
す 

春
季
彼
岸
・
永
代
経
法
会 

恒
例
の
彼
岸
の
法
会
で
す 

法
話 

当
山
住
職
（
仮
） 

報

恩

講

 

真
宗
寺
院
で
一
番
大
切
な
法
会
で
す 

法
話 

戸
田 

信
行 

師 


